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令
和
３
年
度

い
が
ま
ち
３
地
域

合
同
区
長
集
会

開
催

い
が
ま
ち
３
地
域（
柘
植
・
西
柘
植
・
壬
生
野
）

の
全
区
長
〈
柘
植
１
２
名
・
西
柘
植
９
名
・
壬
生

野
７
名
計
２
８
名
〉
及
び
、
３
ま
ち
協
・
役
員
等

が
一
堂
に
会
し
、
地
域
が
抱
え
る
現
下
の
課
題
・

問
題
点
に
関
し
て
行
政
か
ら
直
近
の
状
況
説
明
が

有
り
ま
し
た
。

当
「
３
地
域
・
合
同
区
長
集
会
」
は
毎
年
１
回

開
催
さ
れ
て
お
り
本
年
で
８
回
目
、
６
月
２
５
日

午
後
７
時
か
ら
「
ふ
る
さ
と
会
館
・
小
ホ
ー
ル
」

に
於
い
て
以
下
の
懸
案
課
題
に
て
行
政
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
，
伊
賀
支
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

伊
賀
市

総
務
部

総
務
課
・
奥
田
課
長
よ
り
、

支
所
の
役
割
と
必
要
性
を
改
め
て
検
証
、
時
間
の

経
過
と
共
に
支
所
の
位
置
付
け
が
変
わ
っ
て
来
た

背
景
有
り
、
市
は
支
所
廃
止
の
方
向
で
検
討
中
と

の
経
過
説
明
が
有
り
ま
し
た
。

『
支
所
』
見
直
し
の
方
針
（
案
）
骨
子
は
新
市

建
設
計
画
の
期
限
で
あ
る
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
３
月
末
を
以
っ
て
、
６
つ
の
支
所
を
全
て
廃
止

す
る
。
旧
市
町
村
の
区
域
に
拘
ら
な
い
新
し
い
地

域
を
設
定
す
る
。
阿
山
・
伊
賀
の
区
域
を
北
部
／

島
ヶ
原
・
大
山
田
・
上
野
を
中
部
／
青
山
と
上
野

の
一
部
を
南
部
、
と
想
定
。
広
い
市
域
を
補
う
為

の
行
政
機
関
（
窓
口
）
と
し
て
、
北
部
と
南
部
の

２
カ
所
に
【
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
】
〈
仮
称
〉
を

設
置
す
る
と
い
う
も
の
。

市
は
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
つ
つ
市
民

の
不
安
を
解
消
す
る
方
法
を
協
議
・
検
討
中
と
し

て
い
る
が
、
例
え
ば
此
処
、
阿
山
・
伊
賀
の
北
部

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
〈
仮
称
〉
為
る
も
の
が
具
象

化
〈
場
所
・
建
物
等
〉
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
際
に
ど
の
様
に
機
能
す
る
の
か
・
・
・
全
体
像

が
不
透
明
な
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
来
年
度
か
ら
の

移
行
計
画
は
極
め
て
厳
し
く
、
無
理
が
有
る
と
云

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

２
，
公
民
館
及
び
図
書
室
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
・
中
岡
課
長
よ
り

「
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
再
編
に
つ
い
て
」
案
内

が
有
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
現
状
の
上
野
・
い

が
ま
ち
・
阿
山
・
島
ヶ
原
・
大
山
田
・
青
山
の「
地

区

公

民

館
」
を
廃

止
し
公
民

館
は
現
在

の
「
中
央

公
民
館
」

（
伊
賀
市

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

ハ
イ
ト

ピ
ア
伊
賀

５
Ｆ
）
に

集
約
。

各
地
区
に

於
け
る
活

動
拠
点
は

各
地
域
の

「
地
区
市

民
セ
ン
タ

ー
」
に
移

行

し

て
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「
社
会
教
育
支
援
員
」
を
１
名
づ
つ
各
市
民
セ
ン

タ
ー
に
配
置
す
る
。
中
央
公
民
館
で
或
る
「
伊
賀

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て
は
、
「
社
会

教
育
指
導
員
」
を
配
置
し
、
全
市
的
な
生
涯
学
習

推
進
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
１
名
づ
つ
配
置
さ
れ

る
「
社
会
教
育
支
援
員
」
の
役
割
と
し
て
、
住
民

自
治
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
事
業
や
教
室
な
ど

生
涯
学
習
事
業
支
援
／
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新

た
な
生
涯
学
習
事
業
の
準
備
支
援
／
社
会
教
育
指

導
員
の
助
言
・
指
導
を
受
け
、
生
涯
学
習
事
業
支

援
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
／
他
の
住
民
自
治
協
議
会

等
と
連
携
し
た
共
催
事
業
の
実
施
支
援
。
と
し
て

い
ま
す
。

依
っ
て
、
各
「
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理

職
員
は
現
在
の
２
名
か
ら
、
当
社
会
教
育
支
援
員

１
名
を
加
え
た
３
人
体
制
に
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。

３
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

伊
賀
市

企
画
振
興
部

地
域
づ
く
り
推
進
課
・

古
川
課
長
よ
り
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性

に
つ
い
て
左
記
の
説
明
が
有
り
ま
し
た
。

現
在
の
「
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
」
は
地
域
を
取

り
巻
く
様
々
な
課
題
に
対
し
、
住
民
自
身
が
、
或

い
は
地
域
が
主
体
的
に
自
ら
の
責
任
の
も
と
、
当

事
者
意
識
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

事
が
市
の
目
指
す
住
民
自
治
の
形
と
な
っ
て
お
り
、

住
民
自
ら
が
各
地
域
で
の
自
治
が
行
え
る
場
で
あ

る
「
自
治
セ
ン
タ
ー)

と
し
て
、
市
側
が
提
供
し
た

の
が
、
現
在
の
「
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立

経
緯
で
す
。

市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
自
治
協
議
会
が
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
主
体
的
に

管
理
運
営
す
る
事
に
依
り
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
住
民
自
治
活
動
を
展
開
戴
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

然
し
乍
が
ら
「
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
」
を
住
民

自
治
協
議
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
自
ら
で
管
理

出
来
る
か
否
か
は
、
地
域
の
実
情
や
課
題
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
長
い
年
月
を
要
す
る
地
域
も
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
拠
っ
て
、
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
の
管
理
手
法
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
か
ら

「
選
択
制
」
と
し
、
住
民
自
治
協
議
会
が
「
指
定

管
理
」
制
度
を
取
り
入
れ
る
か
、
若
し
く
は
従
来

通
り
「
市
の
直
轄
」
と
す
る
か
、
選
択
出
来
る
制

度
に
改
正
し
ま
す
。

因
み
に
、
三
重
県
に
は
、
１
４
市
・
１
５
町
、

全
・
２
９
市
町
在
り
、
指
定
管
理
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
る
自
治
体
は
、
亀
山
市
と
名
張
市
の
２
市

の
み
に
尽
き
、
種
々
様
々
懸
案
課
題
も
多
い
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

４
，
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

伊
賀
市
総
合
危
機
課
・
前
川
主
任
よ
り
、
伊
賀

市
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
（
案
）
の
案
内

が
有
り
ま
し
た
。
現
在
、
防
災
行
政
無
線
は
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
１
６
１
局
と
戸
別
受
信
機
１
２
０
０

０
台
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
更
新
案
と
し
て
戸

別
受
信
機
を
廃
止
し
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
５
７

局
に
集
約
。
且
つ
「
メ
ー
ル
配
信
」
に
換
わ
り
、

「
発
令
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
使
い
、
「
情
報
一
括

配
信
シ
ス
テ
ム
」
に
依
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や

防
災
ア
プ
リ
を
介
し
て
「
防
災
メ
ー
ル
」
等
を
、

ス
マ
ホ
で
見
る
事
が
出
来
る
様
に
し
、「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
の
閲
覧
も
出
来
る
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

る
予
定
で
す
。

以
上
の
４
事
案
に
関
し
て
、
伊
賀
市
の
担
当
４

課
長
か
ら
現
況
説
明
が
有
っ
た
次
第
で
す
が
、
取

り
分
け
『
支
所
廃
止
』
計
画
に
関
し
て
は
、
当
該

地
域
の
住
民
自
治
協
議
会
会
長
連
名
に
て
「
支
所

廃
止
案
の
撤
回
に
つ
い
て
」
と
題
し
『
請
願
書
』

が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。〈
市
議
会
に
て
採
択
済
〉

請
願
要
旨
は
、
６
支
所
の
廃
止
に
係
る
計
画
案

の
撤
回
／
併
せ
て
６
支
所
の
権
能
・
機
能
の
充
実

／
以
っ
て
ひ
と
が
輝
き
地
域
が
輝
く
「
ま
ち
」
の

実
現
を
確
実
に
さ
れ
た
い
。
と
し
、
支
所
は
高
齢

化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
は
身
近
な
行
政
事
務
の
拠

点
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
不
可
欠
で
あ
り
、
大

規
模
災
害
が
続
発
す
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
防
災
対

応
の
拠
点
と
し
て
住
民
の
安
心
安
全
に
資
し
て
い

る
。
又
支
所
周
辺
を
中
核
と
し
た
文
化
拠
点
や
経

済
拠
点
へ
の
寄
与
も
大
き
い
も
の
が
有
る
。
と
し
、

更
に
は
、
各
住
民
自
治
協
議
会
に
あ
っ
て
は
、

マ
ン
パ
ワ
ー
や
ス
キ
ル
等
、
未
だ
自
治
基
本
条
例

の
要
請
に
応
え
る
体
制
と
機
能
を
有
す
る
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
各
支
所
の
指
導
や
支
援
が
必
要
不
可
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欠
な
状
況
に
あ
る
事
か
ら
、
支
所
廃
止
案
の
撤
回

を
請
願
し
ま
す
。
と
云
う
の
が
其
の
要
旨
で
す
。

其
の
後
、
支
所
の
在
り
方
が
更
に
見
直
さ
れ
、

支
所
の
代
わ
り
に
「
地
域
事
務
所
」
を
設
置
す
る
。

（
仮
称
）
い
が
ま
ち
事
務
所
〈
現
伊
賀
支
所
庁
舎
〉

島
ヶ
原
事
務
所
・
阿
山
事
務
所
・
大
山
田
事
務
所

青
山
事
務
所
〈
建
設
中
の
複
合
施
設
内
〉
と
す
る

計
画
。
今
後
、
市
民
へ
の
説
明
を
行
い
、
最
終
案

を
纏
め
・
９
月
議
会
で
議
案
提
出
の
運
び
で
す
。

柘
植
駅
前
花
壇
付
近
整
備
・
駅
構
内
清
掃

先
般
、
６
月
２
６
日
（
土
）
午
前
、
柘
植
駅
前
花

壇
付
近
の
整
備
と
柘
植
駅
構
内
の
待
合
室
の
窓
ガ

ラ
ス
や
跨
線
橋
の
パ
ネ
ル
・
ト
イ
レ
の
掃
除
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
「
笑
み
の
会
」〈
宮
島
会
長
〉
９
名
、

及
び
「
有
志
」
の
人
達
合
わ
せ
て
、
計
１
５
名
で

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

花
壇
に
は
夏
の
季
節
に
よ
く
似
合
う
「
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
」
を
植
栽
、
植
え
込
み
の
木
々
も
風
通

し
が
良
く
為
る
様
に
整
備
し
た
次
第
で
す
。

伊
賀
市
の
「
東
の
玄
関
口
」
と
し
て
の
「
柘
植

駅
」
を
地
元
の
私
達
の
手
で
守
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。・
・
・
と
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

三
重
と
こ
わ
か
国
体
／
採
火
イ
ベ
ン
ト

７
月
１
４
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
・
玄
関
前
に
て
、

『
三
重
と
こ
わ
か
国
体
』
開
催
に
先
立
ち
「
炬
火
」

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
当
た
る
も
の
で
選
手

達
を
見
守
る
国
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
成
る
も
の
）
の

採
火
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
賀
市
で
は
上
野
・
伊
賀
・
島
ヶ
原
・
阿
山
・

大
山
田
・
青
山
の
６
地
域
に
て
採
火
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
火
を
一
つ
に
す
る
事
で
「
伊

賀
市
の
火
」
が
誕
生
。
県
内
１
４
市
の
火
を
９
月

２
５
日
（
土
）
の
国
体
開
会
式
で
一
つ
に
集
火
し
、

「
炬
火
台
」
に
点
火
さ
れ
ま
す
。

当
日
、
い
が
ま
ち
３
小
学
校
〈
柘
植
・
壬
生
野

西
柘
植
〉
の
生
徒
会
役
員
児
童
と
教
諭
が
数
名
づ

つ
集
合
し
皆
ん
な
で
採
火
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会
は
、
戦
後
の
混
乱
期
の
中
で
、

国
民
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
る
為
、
昭
和
２
１
年

に
大
阪
を
中
心
と
し
た
京
阪
神
地
方
に
於
い
て
第

１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
、
各
都
道

府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
重
県

で
は
昭
和
５
０
年
に
第
３
０
回
国
体
を
開
催
し
て

以
来
４
６
年
振
り
に
２
回
目
と
為
る
「
第
７
６
回

国
民
体
育
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
こ
わ
か
国
体
と
命
名
し
た
意
味
は
「
活
力
に

満
ち
た
元
気
な
三
重
」
に
繋
が
る
大
会
を
目
指
し

て
お
り
、
三
重
の
人
・
地
域
、
そ
し
て
来
訪
者
の

全
て
が
活
力
に
満
ち
、
元
気
に
成
る
事
を
願
い
、

其
の
様
な
き
っ
か
け
に
繋
が
る
大
会
と
成
る
様
に

と
の
思
い
を
込
め
て
、「
い
つ
ま
で
も
若
い
さ
ま
」

と
い
う
意
味
の
「
と
こ
わ
か
」
に
託
し
て
い
ま
す
。
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市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
取
材
活
動

柘
植
中
学
校
及
び
、
柘
植
小
学
校
よ
り
、
生
徒

達
の
訪
問
に
依
る
取
材
活
動
依
頼
が
３
回
有
り
、

過
日
実
施
し
ま
し
た
。
先
ず
、
６
月
１
７
日
・
柘

植
中
学
校
２
年
生
に
依
る
「
つ
げ
ま
ち
取
材
活
動
」

と
し
て
、

１
、
つ
げ
ま
ち
の
暮
し
を
支
え
て
来

た
校
区
の
産
業
を
知
り
、
地
元
で
仕
事
を
営
む
人

々
と
出
合
う
事
を
通
し
て
、
改
め
て
地
域
の
人
々

の
地
元
や
仕
事
に
対
す
る
思
い
に
学
ぶ
。

２
、
聴
き
取
り
学
習
を
通
し
て
働
く
事
の
意
義

や
決
意
、
職

業
に
つ
い
て

の
理
解
を
深

め
、
自
分
の

将
来
を
思
い

描
き
、
生
き

方
や
進
路
を

見
つ
め
る
。

以
上
、
２

つ
の
趣
旨
に

て
来
所
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、

６

月

２

９

日
、
柘
植
小

学
校
３
年
生

全
員
と
担
任

教
諭
２
名
が

帯
同
・
計
１

９
名
に
て
来

所
さ
れ
、
社
会
科
の
校
外
学
習
の
一
環
と
し
て
「
私

達
の
住
む
地
域
」
に
於
け
る
「
市
民
セ
ン
タ
ー
」

の
仕
事
内
容
の
質
問
が
数
多
（
２
２
項
目
）
有
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
柘
植
中
学
校
１
年
生
に
依
る
「
つ
げ

ま
ち
聴
き
取
り
学
習
」
と
し
て
、
７
月
２
日
に
来

所
さ
れ
ま
し

た
。
狙
い
は
、

①

地
元
に
焦

点
を
当
て
、
つ

げ
ま
ち
の
文
化

や
暮
し
を
支
え

て
来
た
人
々
と

出
会
い
、
思
い

を
知
る
事
を
通

し
て
、
改
め
て

地
域
の
良
さ
を

確
認
す
る
。

②

将
来
を
思

い
描
く
中
で
、

ど
の
様
な
地
域

社
会
が
住
み
良

い
か
、
自
分
の

生
活
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
考
え
る
。

柘
植
中
学
校
１
年
生
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
、
自
分
と
職
業
・
つ
げ
ま
ち
地
域
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
学
習
を
進
め
て
お
ら
れ
、
自
分

達
の
成
長
を
育
み
、
暮
し
を
支
え
て
来
た
人
と
の

出
会
い
を
通
し
、
思
い
を
聞
く
事
で
、
自
分
の
町

を
見
つ
め
、
其
の
上
に
立
っ
て
将
来
の
自
分
を
思

い
描
い
て
欲
し
い
と
考
え
ら
れ
て
居
ま
す
。

そ
の
様
な
観
点
か
ら
、
色
々
な
質
問
が
生
徒
諸
君

か
ら
有
り
、
折
角
の
機
会
に
尽
き
、
其
々
の
回
答

を
通
し
て
社
会
科
学
習
の
場
と
し
た
次
第
で
す
。

★
☆
★

編
集
後
記
☆
★
☆

▼
コ
ロ
ナ
禍
と

云
わ
れ
て
久
し

早
ニ
年

テ
レ

ビ
桟
敷
で

連
日
五
輪
・
・
汚
点
続
き
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
無
観
客
で
の
開
催
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
中
、

日
本
勢
の
大
活
躍
に
喝
采
を
送
る
も
、
東
京
五
輪

の
此
の
在
り
様
は
後
手
後
手
の
行
政
対
応
が
招
い

た
結
果
で
有
り
、
Ｗ
未
接
種
若
年
層
へ
の
感
染
急

拡
大
で
東
京
は
再
び
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
次
第
。

▼
偏
に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
の
遅
れ
が
主
因
で
、

現
状
唯
一
の
対
応
策
た
る
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
供
給

体
制
の
不
備
・
遅
延
こ
そ
其
の
元
凶
で
し
ょ
う
。

▼
全
国
各
地
の
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
も
昨
年
に
引

き
続
き
２
年
連
続
中
止
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る

所
も
多
く
「
夏
の
風
物
詩
」
は
今
夏
も
見
送
ら
れ

寂
し
い
限
り
で
す
。

▼
『
在
り
と
て
も

頼
む
べ
き
か
は

世
の
中
を

知
ら
す
る
物
は

朝
顔
の
花
』

中
古
三
十
六
歌
仙

の
一
人
「
和
泉
式
部
」
が
平
安
中
期
に
詠
ん
だ
歌

今
生
き
て
居
る
か
ら
と
言
っ
て
明
日
も
無
事
だ
と

は
限
ら
な
い
。
其
れ
を
教
え
て
く
れ
る
の
は
あ
の

朝
顔
の
花
で
す
。
朝
は
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
居

る
の
に
夕
べ
に
は
萎
ん
で
仕
舞
う
。
そ
ん
な
朝
顔

に
人
間
の
儚
さ
や
脆
う
さ
を
重
ね
一
瞬
一
瞬
を
大

切
に
生
き
る
べ
き
だ
と
詠
ん
で
居
ま
す
。〈
清
水
〉


